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 ２つ目の手法として，種類や製造ロットの近い 2 個のジャイロセンサを鏡像対象に配置し用いることで各ジャ
イロのドリフトを打ち消しあう手法の検討を行ない改善が見られた．しかしながら，ジャイロセンサのドリフト
はセンサ個体ごとに固有であるため本手法では，大幅な方位精度の向上は測れなかった． 
	 今後は地磁気の偏角や強度からセンサ出力の信頼度を求め，方位推定精度の向上に利用する．また，ドリフト
特性が似たジャイロセンサを選定し，温度補正を加えることでジャイロの方位推定精度を向上させる．合わせて
距離推定精度を向上させる．以上により実現可能な歩行者自律航法を実現する． 
 
